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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  気仙沼市立小原木小学校              

  種 別 □保育園・幼稚園  ☑小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒988－0512 

       宮城県気仙沼市唐桑町岩井沢９７－３                      

  E-mail  koharagi-sho@kesennuma.ed.jp                

  Website  http://www.kesennuma.ed.jp//koharagi-syou         

  児童生徒数  男子 17 名   女子 15 名  合計 32 名 

        児童・生徒の年齢 6 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

☑ 平和・人権 

☑ 環境 

□  気候変動 

☑ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

☑ 食育 

☑ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１） １年間の主な活動内容について記載願います。 

 

全体テーマ ふるさと小原木 ～ 今を見つめ，未来を考える ～ 

 

  ＜１・２年＞公共施設めぐり 

 町探検の一環として，唐桑にある公共施設や公園に行くことで，

地域について知ることができた。 

 例年行っている鮭の稚魚放流は，成育が悪いため中止した。 

 

   ＜３・４年＞ふるさとを知ろう 

 ふるさとに伝わる食文化として大豆を栽培し，味噌を造り，味

噌おにぎりや味噌汁にして味わうことができた。 

 ふるさとに伝わる小正月行事やお祭り，七福神舞について，地

域の方から話を聞いて調べ，伝統行事を復活あるいは継承して

いきたいという思いを高めることができた。 

 

   ＜５年＞ふるさとの海と生きる 

 大理石海岸の散策，水山養殖場や FM３８°などの見学，定置

網起こしや牡蠣むきなどの様々な体験的活動を行うことで，地

域の主産業である漁業に対する関心を高めることができた。 

 調べたり学んだりしたことを海洋教育サミットで発信するこ

とにより，地域のよさに気付くとともに，視野を広げることが

できた。 

 

    ＜６年＞ふるさとの未来を考える 

 地域の歴史について実際に足を運んで講話を聞いたり，キャッ

プハンディ体験や福祉施設訪問を通して福祉について体験的

に学んだりすることで，地域に対する理解を深めることができ

た。 

 自分たちが考える地域のよさや課題について話し合い，そこか

らどんな地域にしていきたいか考えた。まちづくり団体である

からくわ丸の協力を得，地域のよさや特性を生かした町づくり

の大切さに気付き，その実現に向けて自分たちができることに

ついて考えることができた。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


